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＜連絡事項＞
・本日、医療機器研修あります。
｢AEDの取り扱い方法・蘇生バック・気管挿管セットについて｣

・昇格試験の案内が出ている。
日程：２月２３日(火)２４日(水)２５日(木)

場所： メンタル４階メモリアルホール
詳細はWIZを確認してください。

・修繕済みのドライヤーが来ている。

＜ＳＧＭより＞

・月が変わりましたので、再度退院支援進めてください。
＜患者様連絡事項＞
退院
・奥瀬　一彦様　　南Ｃユニット204号室から退院

転入
・沢山　等様　　　東Ｃ4号室→南Ｄ204号室

・村舘　ミネ様　　東Ｂ1号室→南Ｂ104号室

転出
・高橋　郁様　　　南Ｂ104号室→西Ｂ104号室

移室
・戸耒　茂様　　　南Ｃ201号室→南Ｄ204号室
・盛田　豊寛様　　南Ａ119号室（電カル上）→南Ｃ201号室
・沢山　等様　　　南Ｄ204号室→南Ａ207号室（電カル上南Ａ119号室）
・中田　定明様・是川　志郎様～治験のすり合わせ行っている。2/3(水)まで実施。
　※明日2/2日勤から日誌に載せてください。
・松森　英作様・田沼　清子様・宮本　啓司様・佐々木　君雄様・是川　志郎様・中田　定明様～治験の書類を郵送する為、記入していただきたい由、電話連絡してほしいと治験スタッフから依頼あり。
・庭田　リチ様～麻美レディースクリニックの通院について娘様確認し、出血がある・おりものが多いなどの症状がない場合は受診しなくても良いとのこと。
＜退院支援＞
・盛田　豊實様～見心苑へ退院確定。日程調整中。
・大渡　勝男様～南山苑へ2/9  10:00退院となる。
・是川　雪子様・河原木　きみゑ様～2/3  13:00南山苑訪問調査予定。各担当で書類・シート作成してください。
・岡村　トミ様～後日、南山苑訪問調査予定。担当は書類・シート作成してください。
＜船場Ｄｒ診察＞
・中市　正治様～現在、施行中の点滴を2/4（金）まで継続の指示。その間に、食事を少しずつ開始してみる。食事内容としては、できるだけ脂肪分を控えたような食事で、数口から開始し、徐々に増やして行く様、指示受けている。提供内容としては、栄養と検討して行く事としている。臨時処方の漢方薬は同内容で7日分処方となっている。
・平栗　城志様～突発的な発熱と、腹部膨満（便秘）傾向にて船場Dr診察依頼している。胸腹部CT・腹部エコーの結果、はっきりとした異常所見は無いとの事。引き続き経過観察となる。
＜要注目患者様＞
・平栗　城志様～体温38.2℃　脈拍102回/分　血圧141/39㎜Hg　酸素飽和度95％。体熱感著明。クーリング継続。
・馬場　貞蔵様～ホールでテレビを観て過ごされている。不調の訴えはないも、やや活気なし。昼食はクリミール2本のみ摂取。促しには無言でいる。過ごしていない自室に暖房を点けろと不機嫌になることあり。自室で過ごすのであれば点けるとの説明は聞き入れずにいる。
・庭田　リチ様～「今日家に帰ります」と帰宅要求あり。説明には渋々納得されているも、切迫した様子はないが、午後も来所され「家さ帰して」と再要求あり。説明するも納得できず、執拗に訴え聞かれている。
・田沼　清子様～ホールにて過ごされている。他者と一緒に行動していること見られている。
・松森　英作様～ホールにて過ごされている。不機嫌さはなかったが、昼食時にテーブルを叩いていることあり。介入に対し、スタッフへは易怒性ない。
・中市　正治様～体温36.7℃、脈拍52回/分、血圧105/62ｍｍHg腹痛の訴えはなし。
・戸耒　茂様～夜間から朝にかけ、多動・妄想・柵外し・独語・叫ぶなど見られている。日中は自室にて臥床し過ごされている。妄想に左右された発言はなく過ごされている。
・丹崎　禮子様～夜間、腰痛を訴えることあり。日中は自室にて臥床し過ごされている。時折、不満を訴えてくること見られている。
＜転入患者様情報＞
沢山　等様
担当：新田Ns
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退院計画

（家族受け入れ状況）

R3.2.8（月）介護認定調査行い、介護度付き次第、施設入所を目指す

現在の処置 無し

ADL

【経過】

　入院当初、徘徊しドアノブ弄り、他室侵入あり、また、ホールのテーブルを立て掛けたり、他患者の車椅

子を操作したりと落ち着かず、不穏時、不眠時の頓服を使用していた。現在、余暇時の過ごし方として、自

床に臥床して過ごしている事が多いが、夜間もまとまった睡眠とれ、他者への迷惑行為や徘徊なし。食事

も全量摂取し、易怒性や興奮はない。1/8朝食の一部を詰まらせ呼吸停止し意識消失あり。8～10分程意

識消失していたが、Dr.到着すると意識が回復している。声掛けへの反応も良好。食事形態をキザミに変

更。その後は普段と変わらず過ごされており、昼食も全量摂取。以後はむせ込みなし。R3.2.8認定調査予

定。介護度付き次第、施設入所を進めていくと、家族様の意向ある。



・小向　香様 (長女) キーパーソン　おいらせ町在住　調剤薬局勤務

　長男～千葉県在住

　妻様～Ｒ2.6月 離婚

・介護保険：R3.2.8（月）介護認定調査予定。

・頓服

　不穏・興奮時　リスペリドン内用液1ml　1P

　不眠時　ベルソムラ15mg　1T

　便秘時　ピコスルファートナトリウム内用液　10～15滴

・血糖値に関し、R.1.13 田中Drの診療録参照。

・体重測定1回/週を2ヶ月程度継続。毎週日曜日体重測定

腎臓病食 ( キザミ、1400kcal、蛋白40g ) 2/3～全量摂取

 1/8朝食の一部を詰まらせ、呼吸停止し意識消失あり。→キザミに変更。

 総義歯（上）　下は入院時よりなし。ネームなし。

備考

生活自己管理状況

備考

買い物カード

精神症状 見当識障害

問題行動 臥床傾向

処遇制限 無し

入院年月日 令和2年12月21日　（1回目）  入院形態　：　医療保護1項

病名  主病名　：　血管性認知症

 身体合併症　：　慢性腎臓病、2型糖尿病、高血圧症、

　　　　　　　　　　 高コレステロール血症

患者様氏名 沢山　等　様  担当主治医　：　金　泰徳

 自身で義歯を外す為、紛失注意。

     ＣＳ：Ｂプラン　オムツ②

以前はあり。10本程度/日

あり。

 自立。

 入浴見守り、一部介助

 

最終入浴日（令和3年1月30日）

最終排便（令和3年1月31日）


村舘　ミネ様
担当：加藤Ns
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 なし

 総義歯上下　ネームあり

 全介助

 寝返りや腰を上げる等して協力的。　　　　最終排便（R3年1月31日）

 一部介助      最終入浴日（R3年1月26日）

 

 売店購入可　上限なし

患者様氏名 村舘 ミネ  　様  担当主治医　：　金　泰徳

入院年月日 令和2年12月23日　（2回目）  入院形態　：　任意

病名  主病名：　統合失調症、老人性認知症 身体合併症　：　左大腿部骨折 　両下肢静脈血栓症

精神症状 統合失調症残遺状態・人格水準の低下・被害妄想

問題行動 特になし。妄想・幻聴に左右された行動はない。

処遇制限 なし

 自立　　常食・常菜　グレープフルーツ禁、ヨーグルト

 有

生活自己管理状況

備考



退院計画

（家族受け入れ状況）



退院先について施設への入所を勧めてみたが、甥夫婦は積極的な関りを拒否しており、看取りまで当院

でお願いしたいとの希望聞かれている。必要時当院から連絡することもあると思われるため、その際は対

応をお願いしたいことを伝えている。

現在の処置

左大腿部膨隆疹：洗浄しデルモゾールＤＰ軟膏+ガーゼ保護

疼痛訴え時：ケトプロフェンテープ貼付

ADL

備考

・CSセット：Bプラン　オムツ①      ・インフルエンザ予防接種は済み

・売店：購入可（上限なし）

・義歯：総義歯

・受診：無し。アクセラス終了後はFaへ返却。（R3.2.28まで実施。近くなったらFaへ返却の連絡必要）

・緊急時：当院対応

・介護度：家族の協力得られず介護認定調査実施は出来ていない。

・当院皮膚科受診中。左大腿部膨隆疹

※私物の持参あり。（Faは当院での処分を希望。衣類は冬物、夏物選定しあとは廃棄している。）

西病棟での療養中、R2.11.20 23：40トイレにて転倒。左大腿骨転子部骨折にて、八戸赤十字病院転院。

翌27日観血的整復固定術実施。入院中に下肢静脈血栓が見つかったとの事だが、末梢側にあった事と

年齢を考慮し、日赤循環器内科からは治療不要との返答。引き続き、当院でリハビリと、薬物・精神療法

継続していく事となり、R2.12.23　東病棟Bユニットに入院。骨折部の疼痛や腰痛の訴えあり、入院時は湿

布で対応。車いすで食事、余暇過ごす。立位は可だが歩行は困難。幻聴訴えあるが精神状態悪化なし。


